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自
治
体
の
海
外

よ
し
む
ら
　
　
か
ず
な
り

吉
村
　
和
就

繊蝋
郵
剥
辱
籍
‐代ぜ

日
本
に
は
優
れ
た
技
術
が
沢
山
あ
る
が
、
そ
れ
で
世
界
に
出
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
機
運
が
な
か
っ

た

一
つ
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
上
下
水
道
経
営
は
、
ほ
と
ん
ど
が
国
や
自
治
体
が
経

営
し
て
お
り
、
国
内
の
み
が
市
場
で
あ

っ
た
。
し
か
し
世
界
的
な
水
不
足
や
新
興
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

大
き
な
デ
マ
ン
ド
に
向
け
、
各
国
は
国
を
挙
げ
て
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は

日
本
の
自
治
体
と
企
業
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

自
治
体
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み

多
く
の
自
治
体
が
、
地
元
の
企
業
や
、
大
手
企
業
と
組
ん
で
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
す
仕
組
み
を
作

っ

て
い
る
。
大
阪
市
は
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
組
み
、
北

九
州
市
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
支
援
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
を
設
け
、
実
証
試
験
と
視
察
の
場
を
与
え
て
い
る
。

横
浜
市
は
地
元
の
日
揮

（Ｊ
Ｇ
Ｃ
）
と
組
み
川
崎
市
は
や
は
り
地
元
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
、
広

島
県
は
水
ｉ
ｎ
ｇ

（三
菱
商
事
、
日
揮
、
荏
原
製
作
所
と
の
合
弁
新
会
社
）
と
協
定
を
締
結
。
埼
玉
県
は
、

地
元
の
前
澤
工
業
と

「海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
る
。
最
近
で
は
国
内
の
十

八
政
令
都
市
が

「海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
作
り
単
な
る
情
報
交
換
だ
け
で
は
な

く
、
政
策
提
言
ま
で
目
指
し
て
い
る
。

な
ぜ
自
治
体
が
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
の
か

こ
の
よ
う
に
自
治
体
が
急
に
動
き
出
し
た
背
景
は
①
将
来
の
上
下
水
道
料
金
収
入
減
に
対
す
る
収
入
の

多
角
化
、
②
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
の
活
用
に
よ
る
国
際
貢
献
、
③
城
下
町
企
業
の
雇
用
の
促

進
、
④
法
人
税
等
税
収
入
の
増
加
な
ど
を
期
待
し
て
の
動
き
で
あ
る
。

し
か
し
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
簡
単
で
は
な
い
。
確
か
に
自
治
体
は
上
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、
長
年
の
運
営

経
験
と
多
く
の
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
か
ら
み
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

が
無
く
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
意
識
が
薄
い
こ
と
で
あ
る
。
（お
役
所
仕
事
）
し
か
し
強
力
な
指
導
者
が
出
て

く
る
と
急
に
動
き
始
め
る
の
も
、
日
本
の
特
徴
で
あ
る
。

東
京
都
の
取
り
組
み

水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み

つ
０ つ
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東
京
都
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み
は
遅
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
猪
瀬
直
樹
東
京
都
副
知
事

が
主
導
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
筆
者
も
定
期
的
に
副
知
事
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
が
、
そ

の
動
き
は
速
い
。
昨
年
は
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
の
あ
る
五
カ
国
へ
の
調
査
団
派
遣
や
大
手
商
社
と
の
支

援
協
定
、
五
十
社
以
上
の
国
内
企
業
と
の
連
携
を
打
ち
出
し
、
最
近
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
水
道
事
業
の
支
援
も
行

っ
て
い
る
。

北
九
州
市
の
取
り
組
み

多
く
の
自
治
体
が
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
筆
で
き
る
の
は
北
九
州
市
の
取
り
組

み
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
十
月
に
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
水
道
協
会
第
八
十
回
総
会
の
場
で
も

北
九
州
市
の
北
橋
健
治
市
長
か
ら
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
併
設
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「持
続
可
能
な
国
際
貢
献
に
向
け
た
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
」
で
は
北
九
州
市
水
道
局
長

が
詳
細
に
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
海
外
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
今
後
の
方
針
を
合
め
た
意
見
を
交
わ

し
て
い
る
。

筆
者
は
平
成
二
十
三
年
七
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ｗ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
水
週

間
」
の

「
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
共
同
議
長
を
務
め
た
が
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
北
橋
市
長

も
登
壇
、
「北
九
州
市
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
策
」
を
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
国
内
外
で

活
躍
す
る
北
橋
市
長
、
そ
の
ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
牽
引
し
て
い
る
。

な
ぜ
北
九
州
市
は
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
の
か

北
九
州
市
の
取
り
組
み
が
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
理
由
は
次
の
三
点
と
思
わ
れ
る
。

第

一
の
理
由
は
官
営
製
鉄
所
創
業

（
一
九
〇

一
年
）
以
来
、
重
化
学
工
業
の
中
心
で
あ

っ
た
同
市
は
、

経
済
発
展
に
伴
い
様
々
な
公
害
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
が
激
し
く
、　
一
時
は
洞

海
湾
を
行
く
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
が
溶
け
、
「大
腸
菌
も
棲
ま
な
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
海
も
汚
染
さ

れ
た
。
回
復
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
環
境
問
題
を

一
九
六
〇
年
頃
か
ら
官
民

一
体
と
な
り
環
境
の
再
生

に
取
り
組
み
、
今
は
日
本
を
代
表
す
る
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
、
多
く

の
ア
ジ
ア
新
興
国
は
経
済
の
発
展
と
と
も
に
環
境
問
題
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
が
急
務
で
あ
る
。
い
わ
ば

彼
ら
に
と
り
北
九
州
市
は
、
生
き
た
兄
貴
分
で
あ
り
手
本
と
見
ら
れ
て
い
る
。

第
二
は
長
年
に
渡
り
海
外
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

（百
二
十
力
国
か
ら
約
二
千
五
百
名
）
て
お
り

知
名
度
が
高
く
、
ま
た
人
脈
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
。

第
二
は
海
外
で
の
技
術
協
力
の
実
績
、
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
漏
水
率
を
劇
的
に
改
善
し
た
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
深
刻
な
漏
水
と
盗
水
に
悩
ん
で
い
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
水
道
公
社
は
北
九
州
市

の

「配
管
網
の
プ
ロ
ッ
ク
化
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
管
理
法
」
を
採
用
し
、
日
本
人
技
術
者
か
ら
直
接
現
地
で

指
導
を
受
け
、
約
十
年
で
漏
水

・
盗
水
率
七
二
％
か
ら
、
現
在
は
八
％
と
ま
で
劇
的
に
改
善
し
た
実
績
を

有
し
て
い
る
。
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水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ
の
積
極
的
な
姿
勢

「財
団
法
人

・
北
九
州
上
下
水
道
協
会
」
が
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
財
団
は
昭
和
三
十

六
年
、
今
か
ら
五
十
年
前
に
設
立
さ
れ
た
日
本
最
古
の
上
下
水
道
協
会
で
あ
る
。
筆
者
は
、
現
在
同
協
会

の
顧
間
で
あ
る
森

一
政
氏
と
多
く
の
水
会
議
で
同
席
す
る
が
、
森
氏
に
よ
る
と

「最
初
は
上
下
水
道
、　
一

体
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
反
発
も
あ

っ
た
が
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
や
現
地
指
導
な
ど
地
道
な
活
動
が
認

め
ら
れ
た
と
思
う
」
と
。
確
か
に
今
で
こ
そ
多
く
の
自
治
体
で

「上
下
水
道
局
」
を
名
乗

っ
て
い
る
が
、

そ
の
内
情
は
看
板
だ
け
の
場
合
が
多
く
、
内
部
は
従
来
通
り
の
縦
割
り
で
あ
る
。
長
年
に
渡
り
上
下
水
道

一
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
北
九
州
市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
高
く
評
価
で
き
る
。

さ
ら
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
み
も
加
速
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
八
月
に

「北
九
州
市
海
外
水

ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
」
を
設
立
、
発
足
時
は
二
十
七
社
だ

っ
た
が
、
平
成
二
十
三
年
六
月
時
点
で
は
百
三
社

が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
、
経
産
省
の
支
援
の
も
と
で

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ

ザ
」
を
稼
働
さ
せ
、
実
規
模
で
実
証
運
転
と
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
使
節
団
を
受
け
入
れ
、
ま
さ
に

「海

外
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
拠
点
」
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
将
来
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象
と
し
て
、
中

国
の
大
連
市
や
昆
明
市
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム

（
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
）、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
も
焦
点
を
合
わ
せ

て
い
る
。

自
治
体
の
海
外
進
出
の
課
題
と
展
望

第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
地
方
自
治
体
が
海
外
で
活
動
す
る
法
的
な
根
拠

（地
方
公
営
企
業
法
、
地

方
公
務
員
法
、
派
遣
法
な
ど
）
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
た
な
法
律
や
法
令
改
正
が
必

要
と
な
り
、
現
在
総
理
府
を
中
心
に
検
討
が
始
ま

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
方
議
会
と
の
関
係

「な
ぜ
市
民

の
水
道
料
金
で
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
の
か
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト

・
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
」
こ
れ
に
つ
い
て
自
治
体
は
、
は
っ
き
り
と
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中

小
規
模
の
自
治
体
に
お
い
て
、
い
き
な
り
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
長
年
自
治
体
ト

ッ
プ
同
士
で
培
わ
れ
た
信
頼
で
き
る
友
好
姉
妹
都
市
を
活
用
し

「水
に
関
す
る
情
報
交
換
」
か
ら
始
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
リ
ス
ク
が
多
い
、
従

っ
て
経
験
豊
富
な
民
間
企
業

（特
に
、
金
融
や
商
社
）
の
知

恵
を
借
り
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

世
界
で
勝
て
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

国
内
の
多
く
の
自
治
体
は
政
府
系
資
金

（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合
基
金
）
の
下
で
水
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
き
た
、
こ
れ
は
本
当
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
言
え
な
い
。
最
近
に
な
り
北
九
州
市
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府
か
ら
直
接
、
セ
ン
ｏ
モ
ノ
ロ
ム
市
の
水
道
整
備
計
画
を
受
注
す
る
な
ど
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
日

本
に
は
世
界
に
誇
れ
る
良
い
技
術
が
有
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
世
界
展
開
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
な
か
っ
た

が
、
最
近
に
な
り
海
外
勢
に
刺
激
さ
れ
大
き
な
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
運
が
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
民
間
企
業

や
地
方
自
治
体
で
多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。
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